
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校体育通信「やまぐちっ子元気維新」 

    第５号  R１(201９).10月   山口県教育庁学校安全・体育課  学校体育班 

日本各地で開催されているラグビーワールドカップが盛り上がりを見せていま

す。特に日本代表チームの「チームで一つのボールをつなぐこと」「自分の役割

をしっかり果たして得点されないように守ること」など、チーム一丸となって戦

う姿は日本中に大きな感動を与えました。ラグビーの試合を見て、自分もやって

みたいなと感じる人も多かったのではないでしょうか。 

今月号では、学校でも取り組める「タグラグビー」について紹介します。仲間

と協力して得点する楽しさを味わってみてください。 

「ラグビー」は、ボールを相手から奪うために、体と体がぶつかり合いますが、

「タグラグビー」では、相手の腰についているタグを取ることで守ります。 

☆ルールの例 

○攻撃側は、タグを４回

取られたら、攻守交代す

る 

○守備側は、タグを取っ

たら「タグ」と大きな声

で宣言し、タグを相手に

返してゲームに戻る 

相手にタグを取ら

れないように走るの

は、「おにごっこ」と

似ているね。 

他のスポーツにも

似ている動きがある

かな。 

こんな作戦にチャレンジ！ 

一人飛ばして奥の人へパスを 

する作戦を試してみよう。ポイ 

ントは、ボールを持っていない 

人がどう動くかです。 

・ゴールに走り込んだら３点 

・守りがタグを取ったら「タグ」と
言う（１点） 
・タグを取られたら 3 歩のうちに

パスし、タグをつけ直してゲームへ
参加する 

・コートの外に
ボールが出た
ら、攻めがサイ

ドからボールを
入れる 

・ゲームのはじめ、
得点後はこのライン
から 

・タグベルトは腰の

位置につけ、タグは
2 本 

・ボールを持ったら

ゴールへ体を向けて
前へ走ろう！ 

・守りのいないとこ
ろをめざして走ろ
う！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の学校体育では、運動やスポーツの楽しみ方を子どもたちに感じてもらうことの大切さ、ま

た「運動が苦手」や「意欲が低い」子どもにも配慮した指導を重視しています。つまり、運動や

スポーツを「する」だけでなく「みる・支える・知る」等の多様なかかわりを大切にしながら、

すべての子どもが運動のスポーツの楽しさに触れることをめざしています。 

 

「ラグビー日本代表選手のことをもっと知りたい」「松島選手みたいなトライを決めてみた

い」「ラグビーの歴史やルールを調べてみたい」など、自ら運動やスポーツと触れ合うきっかけ

をたくさんつくり、生涯にわたって豊かなスポーツライフを楽しむことができるようになってほ

しいと願っています。 

 

2019 年は、ラグビーワールドカップが日本で開催されました。2020 年は、東京オリンピッ

ク・パラリンピック開催の年でもあります。「する・みる・支える・知る」といった様々なかか

わりの中で、スポーツの価値をより広く子どもたちに知ってもらうチャンスといえます。 

ラグビーワールドカップで、はじめてラグビーの試合を見たという人も多いと

思います。どんなことが心に残りましたか？ 「みんなで力を一つにすること」

「最後まであきらめずに走り抜くこと」「仲間のために力を尽くすこと」など。

学校や家庭で話題にしてみましょう。 

☆保護者の皆様へ☆ 

さあ、家の人とスポーツを見たり、話したりしてみよう！  

家の人とスポーツを見たり、話したりする人は、体力が高い
傾向があるようです。  


